






要約:ハイリスク新生児の管理は、新生児 1CUと地域全体としての新生児医療システム(地

域化)に加えて、新生児医療施設退院後の継続的な管理が不可欠である。

ハイリスク新生児の継続的な管理は新生児期に入院した施設が行うのが望ましいが、個々

の医療施設だけでの管理では限界があり、継続的管理の地域化、関連領域の専門家(神経

科医、リハビリテーション医、発達心理学の専門家)の参加が必要である。

ハイリスク新生児退院後の在宅ケアの地域化が有意義に行われるための課題として、病院

間の連携、入院中および退院後のフォローアップ期間における状況の正確な伝達方法の開

発、在宅ケア中に起る障害に対応できる医療・福祉機関の協力体制の確立、保健所の協力

などがある。

今回は、新生児 1CUを退院した超未熟児を対象として、医療施設・家庭・保健所との間の

連携の現況と問題点を検討し、在宅ケアシステムの地域化の方策を考察した。


